
正しいデータ送受信が行われたかどうかの確認について
（資料３９－２）

（新設）インターネット専用回線

ＵＳＢメモリ
（セキュリティロック対応）

① 請求データ作成
該当する被保険者ごと
の情報が集積された
CSVファイルを作成

② 請求データ
①を移動

③ 請求データ①を送信

⑤ 審査・支払

⑥ 審査・支払データを受信
請求データ①に対応する被保
険者ごとの審査支払結果が集
積されたCSVファイルを受信

⑦ 審査・支払データ
⑥を移動

⑨ 審査・支払データ⑥を保管

⑧ 請求データ①と審査・支払
データ⑥の突合確認

請求データ①に対応する被保険
者ごとの審査支払結果に漏れが
ないかどうかデータの突合を行う。

④,⑩ インターネット伝送専用端末及びＵＳＢメモリ内の
データを削除
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各センター端末

（新設）各センター
インターネット伝送

専用端末

国保連システム


